
　該当する取引はありません。

（2）出資等エクスポージャーの連結貸借対照表計上額及び時価

注　「時価評価額」は、時価のあるものは時価、時価のないものは貸借対照表計上額の合計額です。

（単位：百万円）

（単位：百万円）

上　　　　　　　場
非　　　上　　　場
合　　　計

種　　　類
連結貸借対照表計上額 時価評価額 連結貸借対照表計上額 時価評価額

平成30年度

－
20,588
20,588

－
20,588
20,588

平成30年度
ルックスルー方式を適用するエクスポージャー 1,042

－
20,248
20,248

－
20,248
20,248

平成29年度

（3）出資等エクスポージャーの売却及び償却に伴う損益

（1）金利リスクの算定手法の概要

（2）金利リスクに関する事項

　連結グループの金利リスクの算定手法は、当組合の金利リスクの算定手法に準じた方法により行っています。
当組合の金利リスクの算定手法は、単体の開示内容（ｐ104）をご参照ください。

該当する取引はありません。

（4）連結貸借対照表で認識され、連結損益計算書で認識されない評価損益の額
　　（保有目的区分をその他有価証券としている株式・出資の評価損益等）

該当する取引はありません。

（5）連結貸借対照表及び連結損益計算書で認識されない評価損益の額
　　（子会社・関連会社株式の評価損益等）

私は、当組合の平成30年 4月 1日から平成31年 3月31日までの事業年度に
かかるディスクロージャー誌に記載した内容のうち、財務諸表作成に関
するすべての重要な点において、農業協同組合法施行規則に基づき適正
に表示されていることを確認いたしました。 

この確認を行うに当たり、財務諸表が適正に作成される以下の体制が整
備され、有効に機能していることを確認しております。

業務分掌と所管部署が明確化され、各部署が適切に業務を遂行する
体制が整備されております。

重要な経営情報については、理事会等へ適切に付議･報告されており
ます。

業務の実施部署から独立した内部監査部門が内部管理体制の適切性･
有効性を検証しており、重要な事項については理事会等に適切に報
告されております。

確　認　書

１.

（１）

（２）

（３）

2.

令和元年7月1 2日
め ぐ み の 農 業 協 同 組 合
代表理事組合長

山 内 清 久

金利リスクに関する事項

リスク・ウエイトのみなし計算が適用されるエクスポージャーに関する事項

財務諸表の正確性等にかかる確認

・「金利リスクに関する事項」については、平成19年金融庁・農水省告示第４号（平成31年2月18日付）の改正に基づき、平成31年3月末から
　金利リスクの定義と計測方法を変更しており、開示初年度となることから当期末分のみを開示しております。

（単位：百万円）

IRRBB１：金利リスク

項 番

1
2
3
4
5
6
7
8

上方パラレルシフト
下方パラレルシフト
スティープ化
フラット化
短期金利上昇
短期金利低下
最大値
自己資本の額

⊿EVE　
平成30年度
4,116　

0　
4,935　

0　
0　
7　

4,935　
33,971　

127126
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